
第４次浜松市
男女共同参画基本計画

第４次浜松市男女共同参画基本計画
令和７（２０２５）年 ３月発行

浜松市 市民部 ＵＤ・男女共同参画課

〒４３０-８６５２ 浜 松 市 中 央 区 元 城 町１０３番 地 の２
ＴＥＬ：（０５３）４５７-２５６１    ＦＡＸ：（０５３）４５７-２７５０
E-mail：ud@city .hamamatsu.sh izuoka. jp

令和７（２０２５）年度～令和１１（２０２９）年度

-1-



目 次

・計画の趣旨 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １
・第３次浜松市男女共同参画基本計画の評価と課題 ・・・・・・・・・・・ １
・第３次浜松市男女共同参画基本計画の振り返り ・・・・・・・・・・・・ ２

・計画の位置付け ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３
・第４次浜松市男女共同参画基本計画策定に向けて ・・・・・・・・・・・ ３
・計画期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４
・基本目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４
・計画の体系図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５
・指標設定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６
・推進体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７
・進捗管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７

Ⅰ ジェンダー平等意識の醸成
１ 男女共同参画の推進に関する教育・学習機会の充実と意識改革 ・・・ ８
２ 政策・方針決定過程への女性の参画拡大 ・・・・・・・・・・・・・ 10

Ⅱ 固定的性別役割分担からの脱却
３ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進 ・・・・・・ 12
４ 労働の場における女性活躍の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

Ⅲ 安全・安心なくらしの実現
５ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）の
視点に立った健康支援 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16

６ 生活に困難を抱える人への支援 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18
７ ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶 ・・・・・・・・・・・・・ 20

計画策定にあたって 第１章

計画の概要第２章

施策の方向性及び基本的施策 第３章

浜松市では、平成 14（2002）年 12 月に「浜松市男女共同参画推進条例」を制定し、男女共同参
画の推進に取り組んできました。この度、現在の第３次浜松市男女共同参画基本計画が令和６

（2024）年度末をもって計画期間満了となることから、浜松市男女共同参画推進条例に基づき、第
４次浜松市男女共同参画基本計画を策定しました。

第３次浜松市男女共同参画基本計画（平成 30（2018）年度～令和６（2024）年度）では、「男女
がともに自立・参画し、高めあう創造都市 浜松」の実現を目指し、３つの基本目標を定め、各施策
の推進に取り組みました。新計画策定にあたり、これまでの施策を評価し、課題を抽出しました。

ワーク・ライフ・バランス推進については、認証事業所数の増加など、概ね計画どおりに進め
ることができました。また、保育所の待機児童数は０人を達成する一方、放課後児童会の待機児童
数は定員数増を上回るニーズの増加や施設確保などの課題を抱えています。

女性活躍推進については、女性の再就職支援や起業支援等の雇用関連の取組において計画を上
回る成果を得られています。しかし、管理職に占める女性割合は未だ低い水準にあり、さらに女性
の転出超過が人口減少の要因として大きな課題となっています。

こころと体の健康支援においては、新型コロナウイルス感染症拡大における「生理の貧困」の問
題を契機に、女性特有の健康課題について周囲の理解不足や女性自身も正しい知識を得られてい
ないなど、潜在化していた問題が明らかとなりました。また、乳がんや子宮頸がん検診などの受診
率は未だ低い水準であり、リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）の
更なる啓発が求められます。

性の多様性理解促進においては、令和２（2020）年度に静岡県内で初めてパートナーシップ宣
誓制度を開始し、令和３（2021）年度には「多様な性への理解を深め行動するための職員ハンド
ブック」を作成しました。今後も引き続き「性の多様性」について、市民や企業等に対し、啓発や理
解の促進を図っていく必要があります。

第１章  計画策定にあたって  

計画の趣旨

第３次浜松市男女共同参画基本計画の評価と課題 

基本目標 「個の力を発揮する」
① ワーク・ライフ・バランスの推進
② 労働の場における女性活躍の推進
③ 生涯にわたる男女のこころと体の健康支援

成果指標 基準値(H28)

30社

168人

377人

8.1%

18.9%

14.9%

139社

0人

202人

10.6%

19.2%

14.9%

150社

0人

0人

15.0%

22.9%

18.9%

実績（R5） 目標値（R6）

ワーク・ライフ・バランス等推進事業所認証数

保育所等利用待機児童数

放課後児童会待機児童数

市の女性職員が管理職に占める割合

乳がん検診受診率

子宮頸がん検診受診率
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政策・方針決定過程への女性の参画拡大の取組については、令和３（2021）年度に市の附属機
関の設置及び運営マニュアルの見直しを行いました。男女共同参画の視点を盛り込むことで、女
性委員の登用率が令和５（2023）年度には 35.6％となり、目標値 35％以上を達成しましたが、地
域等における政策・方針決定過程への女性の参画拡大は、未だ低い水準にあります。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を鑑み、特に、非正規雇用やひとり親家庭の割合が比較
的高く、より社会的に弱い立場にある女性への負担が大きいことから、ひとり親家庭への食料・
生活用品提供や、ひとり親サポートセンターにおける自立支援等に取り組みました。
また、コロナ禍におけるＤＶ被害者の増加や女性が抱える問題が複雑化していることから、従

来の相談窓口での対応に加え、あいホール相談室においてＳＮＳを活用した相談事業を開始し、
相談者が相談しやすい体制の拡充を図ることで、被害者等を早期発見し、適切な支援に繋ぐよう
取り組みました。また、ＤＶ防止の意識啓発のため、市民や中学生・高校生等を対象としたＤＶ防
止啓発講座を実施し、参加者数において目標値を上回る結果を得られました。しかし、ＤＶという
言葉は浸透しているものの、様々な形の暴力があることに対する理解度については、引き続き周
知啓発が必要であると考えます。

第３次浜松市男女共同参画基本計画（平成 30（2018）年度～令和６（2024）年度）では、あらゆ
る分野における固定的性別役割分担意識の解消に向け、「ワーク・ライフ・バランスの推進」「労
働の場における女性活躍の推進」「政策・方針決定過程への女性の参画拡大」を重点施策として取
り組んできました。その結果、ここ数年で「ジェンダー平等」という言葉は浸透し、男女共同参画へ
の意識が高まり、休暇取得促進や時間外労働短縮などのワーク・ライフ・バランスの実現に向け
た取組や、女性の就労継続・管理職比率向上などに努める事業者も増えてきました。
しかし、法律や制度などの整備が進み、男女間の「形式的な平等」は進んできたものの、賃金格差

が生じていることや家事・育児等の負担が女性に偏っていることなど、「実質的な平等」とは言え
ない状況にあります。未だ社会に根強く残っている固定的性別役割分担意識などが、これらの
ジェンダーギャップが生じている大きな要因であると考えます。

第３次浜松市男女共同参画基本計画の振り返り 

成果指標 基準値(H28)

27.6%

95.8%

35.6%

98.2%

35.0%

100%

実績（R5） 目標値（R6）

附属機関における女性の登用率

男女共同参画にかかる講座の満足度

成果指標 基準値(H28)

ー

977人

500部発行

1,720人

毎年情報更新し発行

毎年1,000人以上

実績（R5） 目標値（R6）

外国人市民へのわかりやすい情報発信

ＤＶ及びデートＤＶ防止啓発講座の受講者数

基本目標 「地域で支え合う」 ④ 政策・方針決定過程への女性の参画拡大
⑤ 学校、地域における男女共同参画の推進と国際的理解

基本目標 「社会が支える」 ⑥ 生活に困難を抱える男女への支援
⑦ 女性に対するあらゆる暴力の根絶

第４次浜松市男女共同参画基本計画は、浜松市男女共同参画推進条例第３条における基本理念
のもと、第 12条第１項に基づき策定する基本計画です。また、「男女共同参画社会基本法」をはじ
めとする各種関連法に規定する計画として位置付けます。

新計画では前計画の課題を踏まえ、様々な過程にある現実の差異に着目し、「形式的な平等」か
ら「実質的な平等」へ進化させることを目指します。そのためには、「ジェンダー平等意識の醸成」
が不可欠であり、とりわけ「実質的平等の実現」という重要課題を踏まえ、「公平・公正」な視点に
よる男女共同参画の推進に取り組みます。

近年、ＤＶ、性暴力、生活困窮、孤独・孤立、健康問題等、女性が抱える問題が複雑化・多様化・
複合化しており、こうした問題に適切に対応できるように支援の強化を図ります。

性別にかかわらず働きながら家事・育児・介護そして健康を維持する時代へと変化している
今だからこそ、未だ残る固定的性別役割分担意識の解消や女性特有の健康課題等で生じる性差の
理解促進に努める必要があります。女性が仕事と生活を両立させながらキャリア形成ができる環
境や、誰もが自らの理想とする生活と仕事を両立することができる真のワーク・ライフ・バラン
スの実現を目指し、企業トップや市民の意識改革を図ります。

本市における人口減少の要因の一つとして、若い女性の転出超過が課題となっています。ポジ
ティブアクションとして官民一体となって「女性に選ばれるまちづくり」を推進します。自身が望
む場で活躍することができる浜松となることで、女性だけでなく、誰もが自分らしく生き生きと
暮らすことができる自由で寛容な「持続可能なまち」へ繋がっていくと考えます。

第２章 計画の概要 

計画の位置付け

第４次浜松市男女共同参画基本計画策定に向けて

◆女性が抱える問題に対する支援の強化

男女共同参画社会基本法
ＤＶ防止法
女性活躍推進法
困難女性支援法

浜松市男女共同参画推進条例
－基本理念（第３条）－

・個人の人権の尊重
・多様な生き方の選択
・政策決定等への平等参画
・家庭生活と他の社会生活の両立
・性と生殖に関する女性の健康と権利の尊重
・国際的理解と協力

第４次浜松市男女共同参画基本計画

◆自らが望む真のワーク・ライフ・バランス実現

◆女性の活躍推進と女性に選ばれるまちづくり
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また、コロナ禍におけるＤＶ被害者の増加や女性が抱える問題が複雑化していることから、従

来の相談窓口での対応に加え、あいホール相談室においてＳＮＳを活用した相談事業を開始し、
相談者が相談しやすい体制の拡充を図ることで、被害者等を早期発見し、適切な支援に繋ぐよう
取り組みました。また、ＤＶ防止の意識啓発のため、市民や中学生・高校生等を対象としたＤＶ防
止啓発講座を実施し、参加者数において目標値を上回る結果を得られました。しかし、ＤＶという
言葉は浸透しているものの、様々な形の暴力があることに対する理解度については、引き続き周
知啓発が必要であると考えます。

第３次浜松市男女共同参画基本計画（平成 30（2018）年度～令和６（2024）年度）では、あらゆ
る分野における固定的性別役割分担意識の解消に向け、「ワーク・ライフ・バランスの推進」「労
働の場における女性活躍の推進」「政策・方針決定過程への女性の参画拡大」を重点施策として取
り組んできました。その結果、ここ数年で「ジェンダー平等」という言葉は浸透し、男女共同参画へ
の意識が高まり、休暇取得促進や時間外労働短縮などのワーク・ライフ・バランスの実現に向け
た取組や、女性の就労継続・管理職比率向上などに努める事業者も増えてきました。
しかし、法律や制度などの整備が進み、男女間の「形式的な平等」は進んできたものの、賃金格差

が生じていることや家事・育児等の負担が女性に偏っていることなど、「実質的な平等」とは言え
ない状況にあります。未だ社会に根強く残っている固定的性別役割分担意識などが、これらの
ジェンダーギャップが生じている大きな要因であると考えます。

第３次浜松市男女共同参画基本計画の振り返り 

成果指標 基準値(H28)

27.6%

95.8%

35.6%

98.2%

35.0%

100%

実績（R5） 目標値（R6）

附属機関における女性の登用率

男女共同参画にかかる講座の満足度

成果指標 基準値(H28)

ー

977人

500部発行

1,720人

毎年情報更新し発行

毎年1,000人以上

実績（R5） 目標値（R6）

外国人市民へのわかりやすい情報発信

ＤＶ及びデートＤＶ防止啓発講座の受講者数

基本目標 「地域で支え合う」 ④ 政策・方針決定過程への女性の参画拡大
⑤ 学校、地域における男女共同参画の推進と国際的理解

基本目標 「社会が支える」 ⑥ 生活に困難を抱える男女への支援
⑦ 女性に対するあらゆる暴力の根絶

第４次浜松市男女共同参画基本計画は、浜松市男女共同参画推進条例第３条における基本理念
のもと、第 12条第１項に基づき策定する基本計画です。また、「男女共同参画社会基本法」をはじ
めとする各種関連法に規定する計画として位置付けます。

新計画では前計画の課題を踏まえ、様々な過程にある現実の差異に着目し、「形式的な平等」か
ら「実質的な平等」へ進化させることを目指します。そのためには、「ジェンダー平等意識の醸成」
が不可欠であり、とりわけ「実質的平等の実現」という重要課題を踏まえ、「公平・公正」な視点に
よる男女共同参画の推進に取り組みます。

近年、ＤＶ、性暴力、生活困窮、孤独・孤立、健康問題等、女性が抱える問題が複雑化・多様化・
複合化しており、こうした問題に適切に対応できるように支援の強化を図ります。

性別にかかわらず働きながら家事・育児・介護そして健康を維持する時代へと変化している
今だからこそ、未だ残る固定的性別役割分担意識の解消や女性特有の健康課題等で生じる性差の
理解促進に努める必要があります。女性が仕事と生活を両立させながらキャリア形成ができる環
境や、誰もが自らの理想とする生活と仕事を両立することができる真のワーク・ライフ・バラン
スの実現を目指し、企業トップや市民の意識改革を図ります。

本市における人口減少の要因の一つとして、若い女性の転出超過が課題となっています。ポジ
ティブアクションとして官民一体となって「女性に選ばれるまちづくり」を推進します。自身が望
む場で活躍することができる浜松となることで、女性だけでなく、誰もが自分らしく生き生きと
暮らすことができる自由で寛容な「持続可能なまち」へ繋がっていくと考えます。

第２章 計画の概要 

計画の位置付け

第４次浜松市男女共同参画基本計画策定に向けて

◆女性が抱える問題に対する支援の強化

男女共同参画社会基本法
ＤＶ防止法
女性活躍推進法
困難女性支援法

浜松市男女共同参画推進条例
－基本理念（第３条）－

・個人の人権の尊重
・多様な生き方の選択
・政策決定等への平等参画
・家庭生活と他の社会生活の両立
・性と生殖に関する女性の健康と権利の尊重
・国際的理解と協力

第４次浜松市男女共同参画基本計画

◆自らが望む真のワーク・ライフ・バランス実現

◆女性の活躍推進と女性に選ばれるまちづくり
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本計画は、基本目標の実現のため、３つの柱のもと、７つの「施策の方向性」と 24 の「基本的施
策」により構成し、各事業所管課において取組を進めることで計画の推進を図ります。

計画の体系図

関 連 法 柱 施 策 の 方 向 性 基 本 的 施 策

Ⅰ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
意
識
の
醸
成
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固
定
的
性
別
役
割
分
担
か
ら
の
脱
却

Ⅲ 

安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
実
現

男女共同参画の推進に
関する教育・学習機会の
充実と意識改革

1

重点施策

⑴ 男女共同参画を推進する教育や学習機会の充実
⑵ 男女共同参画の視点に立った防災対策の推進
⑶ 男女共同参画を推進する拠点施設の機能充実
⑷ 男女共同参画の視点に立った国際的理解と
　 情報発信

政策・方針決定過程への
女性の参画拡大

2
⑸ 審議会等への女性の参画拡大
⑹ あらゆる分野における女性の参画拡大
⑺ 女性の人材育成にかかる施策の充実

ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）の
推進

3

重点施策

⑻ 誰もが働きやすい職場環境づくりの支援
⑼ 男性の家事・育児等への参画と理解の促進
(10) 多様なニーズに対応した子育て・介護にかかる
　　支援施策の充実

労働の場における
女性活躍の推進

4 (11) 働く女性の能力発揮とキャリア形成のための支援
(12) 女性のチャレンジ・再チャレンジに向けた支援
(13) 農林水産業等における女性の参画促進
(14) 労働に関する法律・制度の周知とハラスメント
　　防止に向けた啓発

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
（性と生殖に関する健康と権利）の
視点に立った健康支援

5

重点施策

(15) 生涯を通じたこころと体の健康支援
(16) 健康課題に関する理解促進と支援
(17) 性を正しく理解するための啓発と相談
(18) 性の多様性の理解促進

生活に困難を抱える人
への支援

6
(19) ひとり親家庭等の自立支援
(20) 生活困窮者、孤独・孤立者の自立支援
(21) 女性であることで複合的な困難を抱える人
　　への支援

ジェンダーに基づく
あらゆる暴力の根絶

7
(22) ＤＶや性暴力等の防止に向けた意識啓発と
　　情報発信
(23) 被害者の相談支援体制の充実
(24) 被害者の自立に向けた支援の充実

男

女

共

同

参

画

社

会

基

本

法

困
難
女
性
支
援
法

女
性
活
躍
推
進
法

Ｄ
Ｖ
防
止
法

令和７（2025）年度　～　令和 11（2029）年度

新計画では、「ジェンダー平等意識の醸成」、「固定的性別役割分担からの脱却」、「安全・安心な
くらしの実現」を計画の三本柱として、基本目標「性別にかかわらず、すべての市民がともに参画
し、高めあう創造都市 浜松」の実現を目指します。

ジェンダー平等
意識の醸成

安全・安心な
くらしの実現

固定的性別役割
分担からの脱却

基本目標（目指す将来像）

計画期間

性別にかかわらず、すべての市民がともに参画し、高めあう創造都市 浜松

【基本目標】
性別にかかわらず、

すべての市民が
ともに参画し、高めあう

創造都市 浜松
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本計画は、基本目標の実現のため、３つの柱のもと、７つの「施策の方向性」と 24 の「基本的施
策」により構成し、各事業所管課において取組を進めることで計画の推進を図ります。

計画の体系図

関 連 法 柱 施 策 の 方 向 性 基 本 的 施 策

Ⅰ 
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ン
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ー
平
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意
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成
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固
定
的
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役
割
分
担
か
ら
の
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却

Ⅲ 

安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
実
現

男女共同参画の推進に
関する教育・学習機会の
充実と意識改革

1

重点施策

⑴ 男女共同参画を推進する教育や学習機会の充実
⑵ 男女共同参画の視点に立った防災対策の推進
⑶ 男女共同参画を推進する拠点施設の機能充実
⑷ 男女共同参画の視点に立った国際的理解と
　 情報発信

政策・方針決定過程への
女性の参画拡大

2
⑸ 審議会等への女性の参画拡大
⑹ あらゆる分野における女性の参画拡大
⑺ 女性の人材育成にかかる施策の充実

ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）の
推進

3

重点施策

⑻ 誰もが働きやすい職場環境づくりの支援
⑼ 男性の家事・育児等への参画と理解の促進
(10) 多様なニーズに対応した子育て・介護にかかる
　　支援施策の充実

労働の場における
女性活躍の推進

4 (11) 働く女性の能力発揮とキャリア形成のための支援
(12) 女性のチャレンジ・再チャレンジに向けた支援
(13) 農林水産業等における女性の参画促進
(14) 労働に関する法律・制度の周知とハラスメント
　　防止に向けた啓発

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
（性と生殖に関する健康と権利）の
視点に立った健康支援

5

重点施策

(15) 生涯を通じたこころと体の健康支援
(16) 健康課題に関する理解促進と支援
(17) 性を正しく理解するための啓発と相談
(18) 性の多様性の理解促進

生活に困難を抱える人
への支援

6
(19) ひとり親家庭等の自立支援
(20) 生活困窮者、孤独・孤立者の自立支援
(21) 女性であることで複合的な困難を抱える人
　　への支援

ジェンダーに基づく
あらゆる暴力の根絶

7
(22) ＤＶや性暴力等の防止に向けた意識啓発と
　　情報発信
(23) 被害者の相談支援体制の充実
(24) 被害者の自立に向けた支援の充実
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法

困
難
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法
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Ｄ
Ｖ
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令和７（2025）年度　～　令和 11（2029）年度

新計画では、「ジェンダー平等意識の醸成」、「固定的性別役割分担からの脱却」、「安全・安心な
くらしの実現」を計画の三本柱として、基本目標「性別にかかわらず、すべての市民がともに参画
し、高めあう創造都市 浜松」の実現を目指します。

ジェンダー平等
意識の醸成

安全・安心な
くらしの実現

固定的性別役割
分担からの脱却

基本目標（目指す将来像）

計画期間

性別にかかわらず、すべての市民がともに参画し、高めあう創造都市 浜松

【基本目標】
性別にかかわらず、

すべての市民が
ともに参画し、高めあう

創造都市 浜松
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本計画の実行性を確保するため、庁内の推進体制を構築し、各施策・事業に取り組んでまいり
ます。計画の進捗管理については、附属機関である浜松市男女共同参画審議会に進捗状況等を報
告して意見聴取及び評価を行い、事業等の見直しを図ります。

①浜松市男女共同参画審議会
浜松市男女共同参画推進条例第 17 条に基づき設置する附属機関であり、男女共同参画の

推進に関する重要事項を調査審議します。
②ＵＤ・男女共同参画推進員

市役所庁内の各課に「ＵＤ・男女共同参画推進員」を配置し、全庁横断的に男女共同参画の
推進に取り組みます。

③浜松市男女共同参画・文化芸術活動推進センター（あいホール）
浜松市の男女共同参画推進を図る拠点施設として、啓発・人材育成事業や相談事業など、

多岐にわたる事業を実施します。

本計画における施策を効果的に推進していくため、毎年度、事業所管課が取り組んだ各事業の
進捗状況及び事業所管課評価を報告書として取りまとめ、浜松市男女共同参画審議会において評
価を行います。その評価に基づき、各事業所管課においてＰＤＣＡサイクルによる事業見直しを
行うことで、計画の適切な進捗管理を行います。

推進体制

進捗管理

ＵＤ・男女共同参画課
（計画所管課）

浜松市男女共同参画・
文化芸術活動推進センター

（あいホール）
ＵＤ・男女共同参画

推進員

事業所管課

庁 内 推 進 体 制

連携

連携

連携

報告

意見
評価

浜
松
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

計画
（ＰＬＡＮ）

実行
（ＤＯ）

調査・評価
（ＣＨＥＣＫ）

見直し
（ＡＣＴＩＯＮ）

事業所管課

男女共同参画審議会・事業所管課

事業所管課 事業所管課

事業内容を計画します

事業を実施します

進捗状況を調査・評価します

事業を見直します

第４次浜松市男女共同参画基本計画において施策を着実に推進していくため、次のとおり指標
の設定をします。成果指標は、個別の事業を進めていく上で目標とする数値です。また、モニタリ
ング指標は、個別事業の直接的な効果だけでなく、他分野にまたがる複数の事業の間接的、複合的
な成果を適切に測定し、男女共同参画社会の進捗状況を計るための目安として設定するもので
す。

◆成果指標（事業実施にあたり目標とする数値）

◆モニタリング指標（男女共同参画社会の進捗状況を計る目安とする数値）

指標設定

施策の方向性 項目

男女共同参画にかかる講座の理解度

審議会等の附属機関の委員に占める女性の割合

女性人材育成講座の修了者数

ワーク・ライフ・バランス等推進事業所認証数

保育施設利用定員数※1

放課後児童会利用定員数※1

市管理職員に占める女性の割合※2

女性就労支援事業において市が支援した女性の就業率

乳がん検診受診率※3

子宮頸がん検診受診率※3

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ啓発事業の満足度

ひとり親家庭で孤立していると感じる人の割合※4

ＤＶ及びデートＤＶ防止啓発講座の受講者数

81.8％

35.6％

91人

139社

17,455人

7,777人

10.6％

55.0％

42.0％

41.3％

90.4％

－

1,720人

90％

40％以上60％以下

133人（＋7人/年）

200社

18,253人

9,261人

15％(R7)

60％

60％

60％

95％

減少

5年間累計7,500人

現状値（R5） 目標値（R11）

１

2

3

4

5

6

7

男女共同参画の推進に関する教育・
学習機会の充実と意識改革

政策・方針決定過程への女性の

参画拡大

ワーク・ライフ・バランスの推進

ワーク・ライフ・バランスの推進

労働の場における女性活躍の推進

労働の場における女性活躍の推進

リプロダクティブ・ヘルス／ライツの

視点に立った健康支援

生活に困難を抱える人への支援

ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶

リプロダクティブ・ヘルス／ライツの
視点に立った健康支援

生活に困難を抱える人への支援

ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶

施策の方向性 項目

「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方に否定的な人の割合

自治会長に占める女性の割合

ＰＴＡ会長に占める女性の割合

男性が平日に家事や育児等に従事する平均時間

女性起業者延べ数（起業家カフェ）

家族経営協定の延べ新規認定締結数

パートナーシップ宣誓制度の宣誓組数

女性のための法律相談の相談件数

ＤＶ相談専用ダイヤルにおける相談件数

61.5％

0.67％

18.18％

1時間24分

301人

285件

89組

123件

198件

現状値（R5）

１

２

３

４

５

６

７

男女共同参画の推進に関する教育・
学習機会の充実と意識改革

政策・方針決定過程への女性の

参画拡大

※1…浜松市こども計画（R7～11年度）より指標抽出　　　　　　　　　　　　　 ※2…はままつ女性職員活躍応援プラン（R3～7年度）より指標抽出　　
※3…第３次浜松市がん対策推進計画（R6～11年度）より指標抽出　　　　※4…浜松市こども計画（R7～11年度）より指標抽出（R7年度調査結果を基に目標値設定予定）
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本計画の実行性を確保するため、庁内の推進体制を構築し、各施策・事業に取り組んでまいり
ます。計画の進捗管理については、附属機関である浜松市男女共同参画審議会に進捗状況等を報
告して意見聴取及び評価を行い、事業等の見直しを図ります。

①浜松市男女共同参画審議会
浜松市男女共同参画推進条例第 17 条に基づき設置する附属機関であり、男女共同参画の

推進に関する重要事項を調査審議します。
②ＵＤ・男女共同参画推進員

市役所庁内の各課に「ＵＤ・男女共同参画推進員」を配置し、全庁横断的に男女共同参画の
推進に取り組みます。

③浜松市男女共同参画・文化芸術活動推進センター（あいホール）
浜松市の男女共同参画推進を図る拠点施設として、啓発・人材育成事業や相談事業など、

多岐にわたる事業を実施します。

本計画における施策を効果的に推進していくため、毎年度、事業所管課が取り組んだ各事業の
進捗状況及び事業所管課評価を報告書として取りまとめ、浜松市男女共同参画審議会において評
価を行います。その評価に基づき、各事業所管課においてＰＤＣＡサイクルによる事業見直しを
行うことで、計画の適切な進捗管理を行います。

推進体制

進捗管理

ＵＤ・男女共同参画課
（計画所管課）

浜松市男女共同参画・
文化芸術活動推進センター

（あいホール）
ＵＤ・男女共同参画

推進員

事業所管課

庁 内 推 進 体 制

連携

連携

連携

報告

意見
評価

浜
松
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

計画
（ＰＬＡＮ）

実行
（ＤＯ）

調査・評価
（ＣＨＥＣＫ）

見直し
（ＡＣＴＩＯＮ）

事業所管課

男女共同参画審議会・事業所管課

事業所管課 事業所管課

事業内容を計画します

事業を実施します

進捗状況を調査・評価します

事業を見直します

第４次浜松市男女共同参画基本計画において施策を着実に推進していくため、次のとおり指標
の設定をします。成果指標は、個別の事業を進めていく上で目標とする数値です。また、モニタリ
ング指標は、個別事業の直接的な効果だけでなく、他分野にまたがる複数の事業の間接的、複合的
な成果を適切に測定し、男女共同参画社会の進捗状況を計るための目安として設定するもので
す。

◆成果指標（事業実施にあたり目標とする数値）

◆モニタリング指標（男女共同参画社会の進捗状況を計る目安とする数値）

指標設定

施策の方向性 項目

男女共同参画にかかる講座の理解度

審議会等の附属機関の委員に占める女性の割合

女性人材育成講座の修了者数

ワーク・ライフ・バランス等推進事業所認証数

保育施設利用定員数※1

放課後児童会利用定員数※1

市管理職員に占める女性の割合※2

女性就労支援事業において市が支援した女性の就業率

乳がん検診受診率※3

子宮頸がん検診受診率※3

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ啓発事業の満足度

ひとり親家庭で孤立していると感じる人の割合※4

ＤＶ及びデートＤＶ防止啓発講座の受講者数

81.8％

35.6％

91人

139社

17,455人

7,777人

10.6％

55.0％

42.0％

41.3％

90.4％

－

1,720人

90％

40％以上60％以下

133人（＋7人/年）

200社

18,253人

9,261人

15％(R7)

60％

60％

60％

95％

減少

5年間累計7,500人

現状値（R5） 目標値（R11）

１

2

3

4

5

6

7

男女共同参画の推進に関する教育・
学習機会の充実と意識改革

政策・方針決定過程への女性の

参画拡大

ワーク・ライフ・バランスの推進

ワーク・ライフ・バランスの推進

労働の場における女性活躍の推進

労働の場における女性活躍の推進

リプロダクティブ・ヘルス／ライツの

視点に立った健康支援

生活に困難を抱える人への支援

ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶

リプロダクティブ・ヘルス／ライツの
視点に立った健康支援

生活に困難を抱える人への支援

ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶

施策の方向性 項目

「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方に否定的な人の割合

自治会長に占める女性の割合

ＰＴＡ会長に占める女性の割合

男性が平日に家事や育児等に従事する平均時間

女性起業者延べ数（起業家カフェ）

家族経営協定の延べ新規認定締結数

パートナーシップ宣誓制度の宣誓組数

女性のための法律相談の相談件数

ＤＶ相談専用ダイヤルにおける相談件数

61.5％

0.67％

18.18％

1時間24分

301人

285件

89組

123件

198件

現状値（R5）

１

２

３

４

５

６

７

男女共同参画の推進に関する教育・
学習機会の充実と意識改革

政策・方針決定過程への女性の

参画拡大

※1…浜松市こども計画（R7～11年度）より指標抽出　　　　　　　　　　　　　 ※2…はままつ女性職員活躍応援プラン（R3～7年度）より指標抽出　　
※3…第３次浜松市がん対策推進計画（R6～11年度）より指標抽出　　　　※4…浜松市こども計画（R7～11年度）より指標抽出（R7年度調査結果を基に目標値設定予定）
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
⑴ 男女共同参画を推進する教育や学習機会の充実

固定的性別役割分担意識にとらわれず、一人ひとりが希望する生き方を選択できるよう、
男女共同参画に関する教育及び学習機会の充実を図ります。
【主な取組】
①性別にとらわれない職業選択のための学習機会の提供（児童・生徒対象学習会）
②学校教育における男女共同参画の理解促進（教職員研修など）
③地域における男女共同参画意識の啓発（出前講座、情報誌発行など）
④男女共同参画の視点の理解促進（市職員研修など）

⑵ 男女共同参画の視点に立った防災対策の推進
平常時及び災害時において、男女共同参画の視点に立った防災学習機会の提供及び被災者支

援・避難所運営を行うとともに、防災対策における女性の参画を推進します。
【主な取組】
①多様な視点を活かした避難所運営（男女共同参画視点の避難所運営）
②男女共同参画の視点による防災学習機会の提供（地域防災リーダー育成研修など）
③消防団への女性の参画拡大（女性消防団員の入団促進など）
④女性消防士の参画拡大（女性消防士の活躍推進）
⑤災害時における男女共同参画の視点による支援の充実（情報発信など）

⑶ 男女共同参画を推進する拠点施設の機能充実
浜松市男女共同参画・文化芸術活動推進センター（あいホール）において、啓発・人材育成

事業や相談事業等を行い、男女共同参画を推進する拠点施設としての機能充実を図ります。
【主な取組】
①男女共同参画推進拠点施設における講座・相談事業等の実施
②男女共同参画推進拠点施設の管理運営

⑷ 男女共同参画の視点に立った国際的理解と情報発信
異なる文化や習慣の相互理解の促進と、男女共同参画における国際的社会の動向に関する情

報の発信に努めます。
【主な取組】
①多文化共生への理解促進（多文化創造活動促進事業など）
②世界の動きや国際的な取組等の情報発信（情報発信事業）

項目

81.8％ 90％

現状値（R5） 目標値（R11）

男女共同参画にかかる講座の理解度

項目

61.5％

現状値（R5）

「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方に否定的な人の割合

現状と課題
令和５（2023）年度に実施した市民意識調査では、「夫は外で働き、妻は家庭を守るのがよい」

という固定的性別役割分担の考え方について、約６割が否定的な考えをしており、平成 28
（2016）年度の前回調査の約４割から大きく意識が変わってきていることが分かります。一方で、
各分野における男女平等については、「男性の方が優遇されている」と感じる人の割合が非常に高
く、特に政治の場や社会通念等では８割を超えており、考え方と現状では大きな差が生じている
状況です。
性別にかかわらず誰もが活躍できる社会を実現するためには、市民一人ひとりが男女共同参画

の意義を学び、ジェンダー平等の意識を高めていく必要があると考えます。

●「夫は外で働き、妻は家庭を守るのがよい」という考え方についてどのように思いますか。

●次の分野で男女が平等であると思いますか。

第３章  施策の方向性及び基本的施策

１ 男女共同参画の推進に関する教育・学習機会の充実と意識改革

Ⅰ　ジェンダー平等意識の醸成

賛成どちらかといえば賛成どちらかといえば反対反対 わからない 無回答

（%）

R5調査（n=930）

H28調査（n=1,211）

R4国調査（n=2,847）

女性（n=481）

男性（n=415）

その他・回答しない（n=17）

0 20 40 60 80 100

4.04.032.532.535.9 2.0

0.4 

2.2 

1.2 

1.0 

25.6

9.739.839.827.314.0 8.8

4.04.029.429.438.226.1

4.04.028.328.337.828.7

3.63.638.838.834.721.9

5.95.9 5.95.917.617.635.335.3

男性優遇 平等 女性優遇 無回答 男性優遇 平等 女性優遇 無回答

0 20 40 60 80 100

法律や制度

社会通念・習慣・しきたり

政治の場

地域活動の場

学校教育の場

職場

家庭生活

0 20 40 60 80 100

【浜松市】 n=930 【全国】 n=2,847
（%） （%）

56.3 34.0 6.9

82.0 12.9
2.6

86.8 8.7
2.0

53.6 32.6 10.5

24.3 64.8 5.3

65.4 24.5 7.0

59.9 32.3 6.4 8.01.5 

3.1

5.5

3.2 

2.5  

2.5  

2.9 52.3 37.0 9.7

81.9 12.9
3.4

87.9 9.6
1.7

47.8 40.2 9.9

24.5 68.1 5.3

64.1 26.4 7.7

59.8 31.7 0.6 

1.8

2.1

2.1 

0.8  

1.9  

1.1 

　　　　　　　資料：令和５年度 浜松市の男女共同参画に関する市民意識・事業所実態調査
　　　　　　　　　：令和４年度 内閣府「男女共同参画に関する世論調査」

資料：令和５年度 浜松市の男女共同参画に関する市民意識・事業所実態調査 
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
⑴ 男女共同参画を推進する教育や学習機会の充実

固定的性別役割分担意識にとらわれず、一人ひとりが希望する生き方を選択できるよう、
男女共同参画に関する教育及び学習機会の充実を図ります。
【主な取組】
①性別にとらわれない職業選択のための学習機会の提供（児童・生徒対象学習会）
②学校教育における男女共同参画の理解促進（教職員研修など）
③地域における男女共同参画意識の啓発（出前講座、情報誌発行など）
④男女共同参画の視点の理解促進（市職員研修など）

⑵ 男女共同参画の視点に立った防災対策の推進
平常時及び災害時において、男女共同参画の視点に立った防災学習機会の提供及び被災者支

援・避難所運営を行うとともに、防災対策における女性の参画を推進します。
【主な取組】
①多様な視点を活かした避難所運営（男女共同参画視点の避難所運営）
②男女共同参画の視点による防災学習機会の提供（地域防災リーダー育成研修など）
③消防団への女性の参画拡大（女性消防団員の入団促進など）
④女性消防士の参画拡大（女性消防士の活躍推進）
⑤災害時における男女共同参画の視点による支援の充実（情報発信など）

⑶ 男女共同参画を推進する拠点施設の機能充実
浜松市男女共同参画・文化芸術活動推進センター（あいホール）において、啓発・人材育成

事業や相談事業等を行い、男女共同参画を推進する拠点施設としての機能充実を図ります。
【主な取組】
①男女共同参画推進拠点施設における講座・相談事業等の実施
②男女共同参画推進拠点施設の管理運営

⑷ 男女共同参画の視点に立った国際的理解と情報発信
異なる文化や習慣の相互理解の促進と、男女共同参画における国際的社会の動向に関する情

報の発信に努めます。
【主な取組】
①多文化共生への理解促進（多文化創造活動促進事業など）
②世界の動きや国際的な取組等の情報発信（情報発信事業）

項目

81.8％ 90％

現状値（R5） 目標値（R11）

男女共同参画にかかる講座の理解度

項目

61.5％

現状値（R5）

「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方に否定的な人の割合

現状と課題
令和５（2023）年度に実施した市民意識調査では、「夫は外で働き、妻は家庭を守るのがよい」

という固定的性別役割分担の考え方について、約６割が否定的な考えをしており、平成 28
（2016）年度の前回調査の約４割から大きく意識が変わってきていることが分かります。一方で、
各分野における男女平等については、「男性の方が優遇されている」と感じる人の割合が非常に高
く、特に政治の場や社会通念等では８割を超えており、考え方と現状では大きな差が生じている
状況です。
性別にかかわらず誰もが活躍できる社会を実現するためには、市民一人ひとりが男女共同参画

の意義を学び、ジェンダー平等の意識を高めていく必要があると考えます。

●「夫は外で働き、妻は家庭を守るのがよい」という考え方についてどのように思いますか。

●次の分野で男女が平等であると思いますか。

第３章  施策の方向性及び基本的施策

１ 男女共同参画の推進に関する教育・学習機会の充実と意識改革

Ⅰ　ジェンダー平等意識の醸成
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
⑸ 審議会等への女性の参画拡大

市の施策や方針決定に深くかかわる審議会等の附属機関において、いずれかの性に偏ること
なく、多様な視点からの意見が反映されるよう、女性委員の登用促進を図ります。
【主な取組】
①女性委員の登用促進（女性委員登用率公表、委員選任時事前協議・チェックリスト活用など）
②人材育成による女性の参画促進（女性人材育成講座）

⑹ あらゆる分野における女性の参画拡大
地域・行政・労働の場など、様々な分野における政策・方針決定の場において、女性の参画

拡大に向けた理解の促進を図ります。
【主な取組】
①地域活動における女性の参画促進（状況調査、啓発講座開催など）
②行政分野における女性の参画促進（市女性職員スキルアップ研修など）
③労働分野における女性の参画促進（働く女性対象キャリアアップ及び就労継続支援講座）
④女性の参画促進に向けた意識啓発（情報誌発行など）

⑺ 女性の人材育成にかかる施策の充実
政策・方針決定過程への女性の参画を促進するため、必要なスキルを習得するための人材育

成や情報提供を行うとともに、女性団体等の活動促進に努めます。
【主な取組】
①地域で活躍できる女性の人材育成（女性人材育成講座、ＵＤ・男女共同参画提案事業）
②女性団体等の活動促進（三遠南信地域女性交流事業、団体育成支援事業）
③女性リーダー育成のための学習機会の情報提供（研修情報発信）

項目

35.6％

91人

40％以上60％以下

133人（＋7人/年）

現状値（R5） 目標値（R11）

審議会等の附属機関の委員に占める女性の割合

女性人材育成講座の修了者数

項目

0.67％

18.18％

現状値（R5）

自治会長に占める女性の割合

ＰＴＡ会長に占める女性の割合

現状と課題
地域や行政、労働の分野など、様々な場の政策・方針決定過程において、女性の参画は遅れてい

る状況です。管理職や指導的立場に女性が少ない理由としては、固定的性別役割分担意識が根強
く残っていることや、男性中心の組織づくりが行われていること、また、女性自身が積極的になる
ことができない状況に置かれていることなどが考えられます。
組織における政策・方針を決定する過程への女性の参画拡大を図っていくためには、様々な分

野で活躍できる女性の人材育成や理解促進、意識改革のための取組が必要です。

●政策・方針の決定をする管理職や指導的立場に女性が少ない理由

●事業所において女性従業員の管理職登用に関する問題・課題

２ 政策・方針決定過程への女性の参画拡大

Ⅰ　ジェンダー平等意識の醸成

0 10 20 30 40 50 60

性別により男女の役割を固定する考え方や社会通念が根強く残っているから

男性優位の組織運営であるから

女性自身が管理職や地域の役職につくことに消極的だから

女性ということで正当な評価を得られないことが多いから

家族の理解や協力が得られないから

女性の能力を高める機会が少ないから

その他

無回答

R5調査（n=930）

H28調査（n=1,211)

（%）

59.1
57.8

51.3
55.2

31.0
30.4

28.9
25.2

25.2
21.9

19.5
18.9

6.9
2.6

2.6
1.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40

女性従業員自身が、管理職になることを望んでいない

女性には家庭での役割があるので、長時間の労働を要求しにくい

目標や手本となる女性の先輩職員がいないので、次の世代が育たない

管理能力の面で、女性の適任者が少ない

積極的に女性を管理職に登用するという意識が醸成されていない

女性はすぐ辞めてしまうので、人材として育成しにくい

男性従業員に、女性管理職に対する理解が不足している

顧客が女性管理職を嫌がる

特にない

その他

無回答

n=271
（%）

39.9

21.0

20.7

19.9

15.9

7.4

6.6

0.4

27.7

5.9

0.4

資料：令和５年度 浜松市の男女共同参画に関する市民意識・事業所実態調査 

資料：令和５年度 浜松市の男女共同参画に関する市民意識・事業所実態調査 
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
⑸ 審議会等への女性の参画拡大

市の施策や方針決定に深くかかわる審議会等の附属機関において、いずれかの性に偏ること
なく、多様な視点からの意見が反映されるよう、女性委員の登用促進を図ります。
【主な取組】
①女性委員の登用促進（女性委員登用率公表、委員選任時事前協議・チェックリスト活用など）
②人材育成による女性の参画促進（女性人材育成講座）

⑹ あらゆる分野における女性の参画拡大
地域・行政・労働の場など、様々な分野における政策・方針決定の場において、女性の参画

拡大に向けた理解の促進を図ります。
【主な取組】
①地域活動における女性の参画促進（状況調査、啓発講座開催など）
②行政分野における女性の参画促進（市女性職員スキルアップ研修など）
③労働分野における女性の参画促進（働く女性対象キャリアアップ及び就労継続支援講座）
④女性の参画促進に向けた意識啓発（情報誌発行など）

⑺ 女性の人材育成にかかる施策の充実
政策・方針決定過程への女性の参画を促進するため、必要なスキルを習得するための人材育

成や情報提供を行うとともに、女性団体等の活動促進に努めます。
【主な取組】
①地域で活躍できる女性の人材育成（女性人材育成講座、ＵＤ・男女共同参画提案事業）
②女性団体等の活動促進（三遠南信地域女性交流事業、団体育成支援事業）
③女性リーダー育成のための学習機会の情報提供（研修情報発信）

項目

35.6％

91人

40％以上60％以下

133人（＋7人/年）

現状値（R5） 目標値（R11）

審議会等の附属機関の委員に占める女性の割合

女性人材育成講座の修了者数

項目

0.67％

18.18％

現状値（R5）

自治会長に占める女性の割合

ＰＴＡ会長に占める女性の割合

現状と課題
地域や行政、労働の分野など、様々な場の政策・方針決定過程において、女性の参画は遅れてい

る状況です。管理職や指導的立場に女性が少ない理由としては、固定的性別役割分担意識が根強
く残っていることや、男性中心の組織づくりが行われていること、また、女性自身が積極的になる
ことができない状況に置かれていることなどが考えられます。
組織における政策・方針を決定する過程への女性の参画拡大を図っていくためには、様々な分

野で活躍できる女性の人材育成や理解促進、意識改革のための取組が必要です。

●政策・方針の決定をする管理職や指導的立場に女性が少ない理由

●事業所において女性従業員の管理職登用に関する問題・課題

２ 政策・方針決定過程への女性の参画拡大

Ⅰ　ジェンダー平等意識の醸成
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
⑻ 誰もが働きやすい職場環境づくりの支援

それぞれが望むライフスタイルを実現するため、ワーク・ライフ・バランスのとれた誰も
が働きやすい職場環境づくりを支援します。
【主な取組】
①ワーク・ライフ・バランスや女性活躍の推進のための職場環境づくり支援
　（ワーク・ライフ・バランス等アドバイザー派遣事業、働き方改革セミナーなど）

②ワーク・ライフ・バランスや女性活躍に関する情報発信
　（ワーク・ライフ・バランス等推進事業所認証事業）

⑼ 男性の家事・育児等への参画と理解の促進
家庭における男性の家事・育児等への参画を促すとともに、参画しやすい環境づくりや、

男性が家事・育児等に参画することへの周囲の理解促進を図ります。
【主な取組】
①男性の家事・育児参画の啓発（男性の家事・育児参画促進のための講座・教室等の開催、イクボス研修など）
②男性の家事・育児参画に関する情報発信（情報誌発行）

(10 )  多様なニーズに対応した子育て・介護にかかる支援施策の充実
育児・介護者の負担軽減につながるよう、多様化する就業形態に対応した子育てサービス

の提供や介護支援サービスの充実を図り、仕事との両立しやすい環境を整備します。
【主な取組】
①保育サービスの提供（保育所定員確保、病児・病後児保育事業など）
②子育てサービスの情報提供（子育て支援ひろば事業、子育て情報サイトぴっぴ）
③放課後児童会の運営（放課後児童会運営事業）
④介護の相談支援に関するサービス及び情報の提供（地域包括支援センター総合相談など）

項目

139社

17,455人

7,777人

200社

18,253人

9,261人

現状値（R5） 目標値（R11）

ワーク・ライフ・バランス等推進事業所認証数

保育施設利用定員数※

放課後児童会利用定員数※

項目

1時間24分

現状値（R5）

男性が平日に家事や育児等に従事する平均時間

※浜松市こども計画（R7～11年度）より指標抽出

現状と課題
少子高齢化や共働き世帯の増加、個人の価値観の多様化が進む中で、ワーク・ライフ・バラン

スの実現は、性別にかかわらず一人ひとりが生き生きと活躍する社会づくりを進める上で、非常
に重要なものであると考えます。しかしながら、令和５（2023）年度に行った市民意識調査では、
「仕事と家庭生活」のバランスを理想と考えながらも、一方で「仕事」を優先せざるを得ない現状が
あるという理想と現状のギャップがあることがうかがえます。また、女性に比べて男性の家事・
育児等に従事する時間が少なく、依然として家事・育児等の多くを女性が担っている現状があり
ます。
それぞれが望むライフスタイルを実現するため、誰もが働きやすい職場環境づくりや男性の家

事・育児参画の促進が求められます。

●「仕事」「家庭生活」「個人の生活・地域活動」の優先度に関する理想と現状

●家事・育児等に従事する１日の平均時間（平日）

３ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進

Ⅱ　固定的性別役割分担からの脱却

資料：令和５年度 浜松市の男女共同参画に関する市民意識・事業所実態調査 

資料：令和５年度 浜松市の男女共同参画に関する市民意識・事業所実態調査 

R5調査

H28調査

（分）0 100 200 300 400

H28前回調査

今回調査

男性

女性

全体
194（3時間14分）

234（3時間54分）

84（1時間24分）
77（1時間17分）

293（4時間53分）
345（5時間45分）

仕事 家庭生活 個人の生活・地域活動 仕事と家庭生活
仕事と個人の生活・
地域活動

家庭生活と
個人の生活・地域活動

仕事と家庭生活と
個人の生活・地域活動

無回答その他

0 20 40 60 80 100 （%）

（男性）現状(n=415)

（男性）理想(n=415)

（女性）現状(n=481)

（女性）理想(n=481)

（全体）現状(n=930)

（全体）理想（n=930) 1.9

2.4

1.7

1.7

0.2

1.2

1.9  

2.3

  1.7

5.4 18.7 7.6 29.0 5.1 12.2 18.4

24.9 22.8 6.1 22.7 5.1 7.1 7.0

2.7
19.5 7.1 29.1 5.4 12.9 20.2

17.5 32.4 4.0 23.7 4.2 7.1 7.3

8.4 17.6 8.2 29.9 4.8 11.8 17.1

34.2 12.3 7.7 21.4 6.5 7.7 7.2

1.7

1.5

1.9
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
⑻ 誰もが働きやすい職場環境づくりの支援

それぞれが望むライフスタイルを実現するため、ワーク・ライフ・バランスのとれた誰も
が働きやすい職場環境づくりを支援します。
【主な取組】
①ワーク・ライフ・バランスや女性活躍の推進のための職場環境づくり支援
　（ワーク・ライフ・バランス等アドバイザー派遣事業、働き方改革セミナーなど）

②ワーク・ライフ・バランスや女性活躍に関する情報発信
　（ワーク・ライフ・バランス等推進事業所認証事業）

⑼ 男性の家事・育児等への参画と理解の促進
家庭における男性の家事・育児等への参画を促すとともに、参画しやすい環境づくりや、

男性が家事・育児等に参画することへの周囲の理解促進を図ります。
【主な取組】
①男性の家事・育児参画の啓発（男性の家事・育児参画促進のための講座・教室等の開催、イクボス研修など）
②男性の家事・育児参画に関する情報発信（情報誌発行）

(10 )  多様なニーズに対応した子育て・介護にかかる支援施策の充実
育児・介護者の負担軽減につながるよう、多様化する就業形態に対応した子育てサービス

の提供や介護支援サービスの充実を図り、仕事との両立しやすい環境を整備します。
【主な取組】
①保育サービスの提供（保育所定員確保、病児・病後児保育事業など）
②子育てサービスの情報提供（子育て支援ひろば事業、子育て情報サイトぴっぴ）
③放課後児童会の運営（放課後児童会運営事業）
④介護の相談支援に関するサービス及び情報の提供（地域包括支援センター総合相談など）

項目

139社

17,455人

7,777人

200社

18,253人

9,261人

現状値（R5） 目標値（R11）

ワーク・ライフ・バランス等推進事業所認証数

保育施設利用定員数※

放課後児童会利用定員数※

項目

1時間24分

現状値（R5）

男性が平日に家事や育児等に従事する平均時間

※浜松市こども計画（R7～11年度）より指標抽出

現状と課題
少子高齢化や共働き世帯の増加、個人の価値観の多様化が進む中で、ワーク・ライフ・バラン

スの実現は、性別にかかわらず一人ひとりが生き生きと活躍する社会づくりを進める上で、非常
に重要なものであると考えます。しかしながら、令和５（2023）年度に行った市民意識調査では、
「仕事と家庭生活」のバランスを理想と考えながらも、一方で「仕事」を優先せざるを得ない現状が
あるという理想と現状のギャップがあることがうかがえます。また、女性に比べて男性の家事・
育児等に従事する時間が少なく、依然として家事・育児等の多くを女性が担っている現状があり
ます。
それぞれが望むライフスタイルを実現するため、誰もが働きやすい職場環境づくりや男性の家

事・育児参画の促進が求められます。

●「仕事」「家庭生活」「個人の生活・地域活動」の優先度に関する理想と現状

●家事・育児等に従事する１日の平均時間（平日）

３ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進

Ⅱ　固定的性別役割分担からの脱却
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
(11)  働く女性の能力発揮とキャリア形成のための支援

就業中の女性を対象に、知識の習得や意識の向上を図る学習機会等を提供し、働く女性の
スキルアップやキャリア形成、継続就業を支援します。
【主な取組】
①女性のキャリア形成支援（キャリアアップ及び就労継続支援講座・研修など）
②女性が活躍できる職場環境づくり支援
　（ワーク・ライフ・バランス等アドバイザー派遣事業、地域企業の健康経営の促進）

(12)  女性のチャレンジ・再チャレンジに向けた支援
再就職や起業に必要な知識・技術等の習得にかかる情報や学習機会を提供し、女性の希望

に応じた働き方や再就職を支援します。
【主な取組】
①女性の再就職支援（女性就労支援事業など）
②女性の起業支援（はままつ起業家カフェ）

(13)  農林水産業等における女性の参画促進
農林水産業等に従事する女性の参画を促すとともに、労働条件の適正化を支援します。

【主な取組】
①家族経営協定締結の啓発・支援（家族経営協定締結促進）
②農林水産業等における女性活躍の情報発信（ユニバーサル農業推進事業）

(14)  労働に関する法律・制度の周知とハラスメント防止に向けた啓発
性別にかかわらず働きやすい職場環境づくりを促進するため、労働関連制度の情報提供や、

職場でのハラスメント（セクハラ・パワハラ・マタハラ等）防止に向けた啓発に努めます。
【主な取組】
①職場におけるハラスメント防止啓発（出前講座・研修など）
②就労に関する法令や制度の周知（労働関連制度の周知啓発）
③労働相談事業の実施

項目

10.6％

55.0％

15％(R7)

60％

現状値（R5） 目標値（R11）

市管理職員に占める女性の割合※

女性就労支援事業において市が支援した女性の就業率

項目

301人

285件

現状値（R5）

女性起業者延べ数（起業家カフェ）

家族経営協定の延べ新規認定締結数

※はままつ女性職員活躍応援プラン（R3～7年度）より指標抽出

現状と課題
女性の就業意識が高くなっている反面、未だ家事・育児等の負担は女性に大きく偏っており、

固定的性別役割分担意識は根強く残っています。また、少子高齢化が進み、労働力不足が深刻化す
る中、事業所では女性従業員には結婚・出産等にかかわらず就労継続してもらい、労働力を確保
しようとする傾向がうかがえます。
労働の場における女性の活躍推進を図る上で、女性が育児や介護にかかわらず就労継続できる

環境の整備や、一旦退職した女性の再就職支援、女性が労働の場で自分らしく活躍できるための
キャリアアップ支援等が求められます。

●女性が職業を持つことについて、あなたの考えに最も近いものはどれですか。

●貴事業所では、女性従業員にいつまで働き続けてもらいたいですか。

４ 労働の場における女性活躍の推進

Ⅱ　固定的性別役割分担からの脱却

女性は職業を持たないほうがよい
0.6%

無回答
2.4%

結婚するまでは職業を持つほうがよい
1.9%

その他
8.9%

子供ができるまでは職業を持つほうがよい
3.7%

子供ができたら職業をやめ、
子供が大きくなったら再び職業を
持つほうがよい
24.4%

育児・介護等にかかわらず、
ずっと職業を持ち続けるほうがよい
58.1%

n=930

無回答
0.7%

結婚・出産にかかわらず、
ずっと仕事を継続してほしい
71.6%

その他
5.2%

出産するまで働いて、
育児が一段落してから

復職してほしい
20.3%

出産するまで働いてほしい
0.7%

結婚するまで働いてほしい
1.5%

n=271

資料：令和５年度 浜松市の男女共同参画に関する市民意識・事業所実態調査 

資料：令和５年度 浜松市の男女共同参画に関する市民意識・事業所実態調査
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
(11)  働く女性の能力発揮とキャリア形成のための支援

就業中の女性を対象に、知識の習得や意識の向上を図る学習機会等を提供し、働く女性の
スキルアップやキャリア形成、継続就業を支援します。
【主な取組】
①女性のキャリア形成支援（キャリアアップ及び就労継続支援講座・研修など）
②女性が活躍できる職場環境づくり支援
　（ワーク・ライフ・バランス等アドバイザー派遣事業、地域企業の健康経営の促進）

(12)  女性のチャレンジ・再チャレンジに向けた支援
再就職や起業に必要な知識・技術等の習得にかかる情報や学習機会を提供し、女性の希望

に応じた働き方や再就職を支援します。
【主な取組】
①女性の再就職支援（女性就労支援事業など）
②女性の起業支援（はままつ起業家カフェ）

(13)  農林水産業等における女性の参画促進
農林水産業等に従事する女性の参画を促すとともに、労働条件の適正化を支援します。

【主な取組】
①家族経営協定締結の啓発・支援（家族経営協定締結促進）
②農林水産業等における女性活躍の情報発信（ユニバーサル農業推進事業）

(14)  労働に関する法律・制度の周知とハラスメント防止に向けた啓発
性別にかかわらず働きやすい職場環境づくりを促進するため、労働関連制度の情報提供や、

職場でのハラスメント（セクハラ・パワハラ・マタハラ等）防止に向けた啓発に努めます。
【主な取組】
①職場におけるハラスメント防止啓発（出前講座・研修など）
②就労に関する法令や制度の周知（労働関連制度の周知啓発）
③労働相談事業の実施

項目

10.6％

55.0％

15％(R7)

60％

現状値（R5） 目標値（R11）

市管理職員に占める女性の割合※

女性就労支援事業において市が支援した女性の就業率

項目

301人

285件

現状値（R5）

女性起業者延べ数（起業家カフェ）

家族経営協定の延べ新規認定締結数

※はままつ女性職員活躍応援プラン（R3～7年度）より指標抽出

現状と課題
女性の就業意識が高くなっている反面、未だ家事・育児等の負担は女性に大きく偏っており、

固定的性別役割分担意識は根強く残っています。また、少子高齢化が進み、労働力不足が深刻化す
る中、事業所では女性従業員には結婚・出産等にかかわらず就労継続してもらい、労働力を確保
しようとする傾向がうかがえます。
労働の場における女性の活躍推進を図る上で、女性が育児や介護にかかわらず就労継続できる

環境の整備や、一旦退職した女性の再就職支援、女性が労働の場で自分らしく活躍できるための
キャリアアップ支援等が求められます。

●女性が職業を持つことについて、あなたの考えに最も近いものはどれですか。

●貴事業所では、女性従業員にいつまで働き続けてもらいたいですか。

４ 労働の場における女性活躍の推進

Ⅱ　固定的性別役割分担からの脱却
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
(15)  生涯を通じたこころと体の健康支援

一人ひとりが自身の健康を保持していくために必要な、こころと体の健康支援をします。
【主な取組】
①疾病の早期発見・早期治療に向けた検診の実施（乳がん・子宮頸がん検診事業）

②ＨＩＶ/ エイズ等の予防のための啓発（啓発・相談事業）

③自殺対策の推進（自殺対策連携会議、いのちをつなぐ手紙事業）

(16)  健康課題に関する理解促進と支援
健康や妊娠・出産等について正しく理解し、自らの体のことは自分自身で決めることがで

きるよう、啓発及び支援に努めます。
【主な取組】
①女性特有の健康課題に関する啓発及び情報発信
  （リプロダクティブ・ヘルス／ライツ啓発事業、地域企業の健康経営の促進、生理用品を取得しやすい環境づくりなど）

②相談支援体制の充実（女性の健康相談、こども家庭センター、こころのほっとライン、男性相談など）

③妊娠・出産等に関する支援
  （不妊治療費（先進医療費）支援事業、妊婦・産婦健康診査、はますくヘルパー利用事業）

(17)  性を正しく理解するための啓発と相談
性について正しく理解し、自らの性を尊重することができるよう、包括的な教育と意識啓

発及び相談支援に努めます。
【主な取組】
①性に関する正しい理解に向けた包括的な教育及び啓発（啓発講座の開催など）

②性別に関係なく相談できる相談窓口の設置（あいホール相談室）

(18)  性の多様性の理解促進
一人ひとりの性を認め合い、誰もが自分らしくいられるよう、多様な性のあり方について

理解の促進に努めます。
【主な取組】
①性の多様性の理解促進のための啓発（各種講座・研修会の開催など）

②パートナーシップ宣誓制度による理解促進
③学校教育における性の多様性の理解促進（職員研修など）

項目

42.0％

41.3％

90.4％

60％

60％

95％

現状値（R5） 目標値（R11）

乳がん検診受診率※

子宮頸がん検診受診率※

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ啓発事業の満足度

項目

89組

現状値（R5）

パートナーシップ宣誓制度の宣誓組数

※第３次浜松市がん対策推進計画（R6～11年度）より指標抽出

現状と課題
新型コロナウイルス感染症拡大は、市民生活に大きな影響を与えるとともに、今まで潜在化し

ていた多くの課題を浮き彫りにしました。「生理の貧困」においては、生理用ナプキンを購入でき
ないという経済的な生活困窮の問題だけでなく、女性特有の健康課題に対する周囲の理解不足
や、女性自身も生理・妊娠・出産等について正しい知識を得られる環境が整っていないことが判
明しました。また、令和２（2020）年に開始したパートナーシップ宣誓制度については、現在では
全国の多くの自治体に広まっており、今後、制度の充実と性の多様性の更なる理解促進が求めら
れます。
誰もが健康や性について正しい知識を得て、自分の健康や性のあり方を自分自身で決められる

よう、様々な情報を得られやすい環境づくりや相談支援体制の構築が必要であると考えます。

●コロナ禍以降、生活や行動にどのような変化がありましたか。

●生理に対して、日頃どのようなことを感じますか。

５ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）の視点に立った健康支援

Ⅲ　安全・安心なくらしの実現

健康についての不安が増した

精神的な不安やイライラすることが増えた

仕事の負担が増えた

孤独を感じるようになった

n=930 （%）0 10 20 30 40 50 60

56.0

21.1

13.7

8.2

（%）

周囲にもっと生理のことを理解してほしい／

理解が足りていないと思う

生理に関して周囲の理解があるので、

何かあった時もすぐに相談できる

生理に関して周囲に理解して

ほしいと思ったことがない

その他

n=231 0 10 20 30 40 50 60

48.5

34.6

18.6

1.3

資料：令和５年度 浜松市の男女共同参画に関する市民意識・事業所実態調査

資料：令和５年度 浜松市「生理用ナプキンディスペンサー事業」アンケート
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
(15)  生涯を通じたこころと体の健康支援

一人ひとりが自身の健康を保持していくために必要な、こころと体の健康支援をします。
【主な取組】
①疾病の早期発見・早期治療に向けた検診の実施（乳がん・子宮頸がん検診事業）

②ＨＩＶ/ エイズ等の予防のための啓発（啓発・相談事業）

③自殺対策の推進（自殺対策連携会議、いのちをつなぐ手紙事業）

(16)  健康課題に関する理解促進と支援
健康や妊娠・出産等について正しく理解し、自らの体のことは自分自身で決めることがで

きるよう、啓発及び支援に努めます。
【主な取組】
①女性特有の健康課題に関する啓発及び情報発信
  （リプロダクティブ・ヘルス／ライツ啓発事業、地域企業の健康経営の促進、生理用品を取得しやすい環境づくりなど）

②相談支援体制の充実（女性の健康相談、こども家庭センター、こころのほっとライン、男性相談など）

③妊娠・出産等に関する支援
  （不妊治療費（先進医療費）支援事業、妊婦・産婦健康診査、はますくヘルパー利用事業）

(17)  性を正しく理解するための啓発と相談
性について正しく理解し、自らの性を尊重することができるよう、包括的な教育と意識啓

発及び相談支援に努めます。
【主な取組】
①性に関する正しい理解に向けた包括的な教育及び啓発（啓発講座の開催など）

②性別に関係なく相談できる相談窓口の設置（あいホール相談室）

(18)  性の多様性の理解促進
一人ひとりの性を認め合い、誰もが自分らしくいられるよう、多様な性のあり方について

理解の促進に努めます。
【主な取組】
①性の多様性の理解促進のための啓発（各種講座・研修会の開催など）

②パートナーシップ宣誓制度による理解促進
③学校教育における性の多様性の理解促進（職員研修など）

項目

42.0％

41.3％

90.4％

60％

60％

95％

現状値（R5） 目標値（R11）

乳がん検診受診率※

子宮頸がん検診受診率※

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ啓発事業の満足度

項目

89組

現状値（R5）

パートナーシップ宣誓制度の宣誓組数

※第３次浜松市がん対策推進計画（R6～11年度）より指標抽出

現状と課題
新型コロナウイルス感染症拡大は、市民生活に大きな影響を与えるとともに、今まで潜在化し

ていた多くの課題を浮き彫りにしました。「生理の貧困」においては、生理用ナプキンを購入でき
ないという経済的な生活困窮の問題だけでなく、女性特有の健康課題に対する周囲の理解不足
や、女性自身も生理・妊娠・出産等について正しい知識を得られる環境が整っていないことが判
明しました。また、令和２（2020）年に開始したパートナーシップ宣誓制度については、現在では
全国の多くの自治体に広まっており、今後、制度の充実と性の多様性の更なる理解促進が求めら
れます。
誰もが健康や性について正しい知識を得て、自分の健康や性のあり方を自分自身で決められる

よう、様々な情報を得られやすい環境づくりや相談支援体制の構築が必要であると考えます。

●コロナ禍以降、生活や行動にどのような変化がありましたか。

●生理に対して、日頃どのようなことを感じますか。

５ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）の視点に立った健康支援

Ⅲ　安全・安心なくらしの実現
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
(19)  ひとり親家庭等の自立支援

ひとり親家庭等が自立した生活を送ることができるよう、就業のための支援や相談体制の
充実を図ります。
【主な取組】
①ひとり親家庭等の自立支援と生活意欲の向上
  （高等職業訓練促進給付金、養育費取決支援金・養育費確保支援金、ひとり親家庭等生活向上事業など）

②支援制度や相談窓口に関する情報発信
  （ひとり親サポートセンター、こども若者総合相談センター運営事業など）

(20)  生活困窮者、孤独・孤立者の自立支援
生活困窮者及び孤独・孤立者が自立した生活を送ることができるよう、また、貧困の連鎖

に陥らないよう、支援や相談体制の充実を図ります。
【主な取組】
①生活困窮者、孤独・孤立者における貧困の連鎖の防止支援（はままつ子どもの学習教室ほか）

②生活困窮者、孤独・孤立者に対する相談支援
  （生活困窮者自立支援事業、重層的支援体制整備事業、地域若者サポートステーションはままつ事業）

(21)  女性であることで複合的な困難を抱える人への支援
ひとり親家庭・生活困窮者・高齢者・障がい者・外国人であることなど、様々な問題を背

景に複合的な困難を抱えている女性に対する支援を行います。
【主な取組】
①女性への相談支援（女性相談支援員による相談支援、女性法律相談、関係機関支援連携会議など）

②高齢者・障がい者等への相談支援（地域包括支援センター総合相談、障害者相談支援事業）

③外国人市民への生活支援（多文化共生センター運営事業）

④複合差別に対する理解促進（研修会の開催）

項目

ー 減少

現状値（R5） 目標値（R11）

ひとり親家庭で孤立していると感じている人の割合※

項目

123件

現状値（R5）

女性のための法律相談の相談件数

※浜松市こども計画（R7～11年度）より指標抽出（R7年度調査結果を基に目標値設定予定）現状と課題
人口減少や少子高齢化、結婚・離婚等に対する意識の変化が進む中、非正規雇用や単身世帯、ひ

とり親世帯が増加し、不安定雇用や収入格差による生活困窮、社会的孤立など、市民が抱える困難
は複雑化しています。特に母子家庭世帯は、非正規雇用の割合が高く平均年収も低い水準にある
ことに加え、養育費の確保においても問題を抱えやすい傾向にあります。また、貧困の次世代への
連鎖を断ち切るため、若年層に対する支援も重要であると考えます。
ひとり親家庭や高齢者であること、障がいがあること、外国人であることに加え、女性であるこ

とで複合的な困難を抱える場合も多く、背景には様々な要因が複雑に絡み合っていることがあり
ます。それぞれの実情に応じたきめ細かな支援が求められます。

●浜松市におけるひとり親家庭の推移

●養育費の受取状況

６ 生活に困難を抱える人への支援

Ⅲ　安全・安心なくらしの実現

（世帯）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500 母子家庭

父子家庭

2020
(R2)

2015
(H27)

2010
(H22)

2005
(H17)

2000
(H12)

1995
(H7)

2,242
2,515

3,585

3,892
4,036 4,033

519473486493
347348

n=457

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

取り決めした、
支払い有り

38.1%

取り決めした、
支払い有り

38.1%

取り決めした、
支払い無し

29.6%

取り決めした、
支払い無し

29.6%

取り決めしていない
32.3%

取り決めしていない
32.3%

（%）

資料：総務省「国勢調査」

資料：令和２年度 浜松市 ひとり親に対する実態調査
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
(19)  ひとり親家庭等の自立支援

ひとり親家庭等が自立した生活を送ることができるよう、就業のための支援や相談体制の
充実を図ります。
【主な取組】
①ひとり親家庭等の自立支援と生活意欲の向上
  （高等職業訓練促進給付金、養育費取決支援金・養育費確保支援金、ひとり親家庭等生活向上事業など）

②支援制度や相談窓口に関する情報発信
  （ひとり親サポートセンター、こども若者総合相談センター運営事業など）

(20)  生活困窮者、孤独・孤立者の自立支援
生活困窮者及び孤独・孤立者が自立した生活を送ることができるよう、また、貧困の連鎖

に陥らないよう、支援や相談体制の充実を図ります。
【主な取組】
①生活困窮者、孤独・孤立者における貧困の連鎖の防止支援（はままつ子どもの学習教室ほか）

②生活困窮者、孤独・孤立者に対する相談支援
  （生活困窮者自立支援事業、重層的支援体制整備事業、地域若者サポートステーションはままつ事業）

(21)  女性であることで複合的な困難を抱える人への支援
ひとり親家庭・生活困窮者・高齢者・障がい者・外国人であることなど、様々な問題を背

景に複合的な困難を抱えている女性に対する支援を行います。
【主な取組】
①女性への相談支援（女性相談支援員による相談支援、女性法律相談、関係機関支援連携会議など）

②高齢者・障がい者等への相談支援（地域包括支援センター総合相談、障害者相談支援事業）

③外国人市民への生活支援（多文化共生センター運営事業）

④複合差別に対する理解促進（研修会の開催）

項目

ー 減少

現状値（R5） 目標値（R11）

ひとり親家庭で孤立していると感じている人の割合※

項目

123件

現状値（R5）

女性のための法律相談の相談件数

※浜松市こども計画（R7～11年度）より指標抽出（R7年度調査結果を基に目標値設定予定）現状と課題
人口減少や少子高齢化、結婚・離婚等に対する意識の変化が進む中、非正規雇用や単身世帯、ひ

とり親世帯が増加し、不安定雇用や収入格差による生活困窮、社会的孤立など、市民が抱える困難
は複雑化しています。特に母子家庭世帯は、非正規雇用の割合が高く平均年収も低い水準にある
ことに加え、養育費の確保においても問題を抱えやすい傾向にあります。また、貧困の次世代への
連鎖を断ち切るため、若年層に対する支援も重要であると考えます。
ひとり親家庭や高齢者であること、障がいがあること、外国人であることに加え、女性であるこ

とで複合的な困難を抱える場合も多く、背景には様々な要因が複雑に絡み合っていることがあり
ます。それぞれの実情に応じたきめ細かな支援が求められます。

●浜松市におけるひとり親家庭の推移

●養育費の受取状況

６ 生活に困難を抱える人への支援

Ⅲ　安全・安心なくらしの実現
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
(22)  ＤＶや性暴力等の防止に向けた意識啓発と情報発信

ＤＶや性暴力等は人権侵害であるという理解を深めるための教育や、相談窓口及び支援に
関する情報の発信に努めます。
【主な取組】
①女性の人権尊重意識の啓発（講座・研修会の開催）
②若年層へのデートＤＶ防止啓発（デートＤＶ防止啓発出前講座）
③ＤＶ防止や性的同意の重要性等の啓発（女性に対する暴力をなくす運動など）
④支援制度や相談窓口等に関する情報発信（啓発リーフレット・相談窓口周知カード配布など）

(23)  被害者の相談支援体制の充実
相談支援機関が連携し、暴力の被害が潜在化しないよう、被害者を早期に発見して相談支

援に繋ぐとともに、相談支援体制の充実を図ります。
【主な取組】
①ＤＶや性暴力等被害者の早期発見（ＤＶ相談専用ダイヤル、あいホール相談室など）
②ＤＶ等相談員研修の実施（研修会の開催）
③関係機関による連携支援（関係機関支援連携会議など）

(24)  被害者の自立に向けた支援の充実
深刻な状況にある被害者の一時避難や、社会的自立に向けた支援の充実を図ります。

【主な取組】
①ＤＶ・性暴力被害者の自立支援（ＤＶ相談関連証明書発行事務、犯罪被害者等支援事業（見舞金・助成金））
②女性支援事業の実施（女性相談支援員による相談支援）
③被害者の一時保護のための支援（ＤＶ被害者一時保護支援事業）
④被害者の個人情報の保護（住民基本台帳事務における支援措置）

項目

1,720人 5年間累計7,500人

現状値（R5） 目標値（R11）

ＤＶ及びデートＤＶ防止啓発講座の受講者数

項目

198件

現状値（R5）

ＤＶ相談専用ダイヤルにおける相談件数

現状と課題
ジェンダーに基づくあらゆる暴力は、男女共同参画社会の形成を阻む大きな要因となっていま

す。令和５（2023）年度に実施した市民意識調査では、配偶者やパートナーから受けた暴力につい
て、誰にも相談をしなかった人の割合は 51.9％であり、誰かに相談をした人の割合 40.7％を上
回る結果となりました。相談しなかった理由についても、「自分さえ我慢すればよい」「相談しても
無駄」と考える傾向があり、被害の潜在化が懸念されます。また、ＤＶ被害に関する公的機関の相
談窓口の認知度は、警察署を除くといずれも低い状況であることが分かりました。
ＤＶ被害や様々な問題が潜在化し、さらに被害が大きくなることを防ぐため、被害者を早期に

発見し、速やかに支援につなぐことが重要です。そのためには、相談支援機関に関する情報の周知
や、ＤＶ防止のための意識啓発が求められます。

●配偶者やパートナーなどから受けた暴力について、誰かに相談しましたか。

●ＤＶや女性が抱える様々な悩みに関する相談窓口があることを知っていますか。

７ ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶

Ⅲ　安全・安心なくらしの実現

（%）

警察署

法テラス（犯罪被害者支援ダイヤル）

浜松市ＤＶ相談専用ダイヤル

区役所社会福祉課の女性相談

ひとり親サポートセンター

あいホール相談室

知らない

n=930 0 10 20 30 40 50 60

51.3

16.6

14.4

9.5

9.1

6.0

32.2

資料：令和５年度 浜松市の男女共同参画に関する市民意識・事業所実態調査

資料：令和５年度 浜松市の男女共同参画に関する市民意識・事業所実態調査

無回答
7.4%

相談しなかった
51.9%

相談した
40.7%

n=135
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◆成果指標

◆モニタリング指標

基本的施策
(22)  ＤＶや性暴力等の防止に向けた意識啓発と情報発信

ＤＶや性暴力等は人権侵害であるという理解を深めるための教育や、相談窓口及び支援に
関する情報の発信に努めます。
【主な取組】
①女性の人権尊重意識の啓発（講座・研修会の開催）
②若年層へのデートＤＶ防止啓発（デートＤＶ防止啓発出前講座）
③ＤＶ防止や性的同意の重要性等の啓発（女性に対する暴力をなくす運動など）
④支援制度や相談窓口等に関する情報発信（啓発リーフレット・相談窓口周知カード配布など）

(23)  被害者の相談支援体制の充実
相談支援機関が連携し、暴力の被害が潜在化しないよう、被害者を早期に発見して相談支

援に繋ぐとともに、相談支援体制の充実を図ります。
【主な取組】
①ＤＶや性暴力等被害者の早期発見（ＤＶ相談専用ダイヤル、あいホール相談室など）
②ＤＶ等相談員研修の実施（研修会の開催）
③関係機関による連携支援（関係機関支援連携会議など）

(24)  被害者の自立に向けた支援の充実
深刻な状況にある被害者の一時避難や、社会的自立に向けた支援の充実を図ります。

【主な取組】
①ＤＶ・性暴力被害者の自立支援（ＤＶ相談関連証明書発行事務、犯罪被害者等支援事業（見舞金・助成金））
②女性支援事業の実施（女性相談支援員による相談支援）
③被害者の一時保護のための支援（ＤＶ被害者一時保護支援事業）
④被害者の個人情報の保護（住民基本台帳事務における支援措置）

項目

1,720人 5年間累計7,500人

現状値（R5） 目標値（R11）

ＤＶ及びデートＤＶ防止啓発講座の受講者数

項目

198件

現状値（R5）

ＤＶ相談専用ダイヤルにおける相談件数

現状と課題
ジェンダーに基づくあらゆる暴力は、男女共同参画社会の形成を阻む大きな要因となっていま

す。令和５（2023）年度に実施した市民意識調査では、配偶者やパートナーから受けた暴力につい
て、誰にも相談をしなかった人の割合は 51.9％であり、誰かに相談をした人の割合 40.7％を上
回る結果となりました。相談しなかった理由についても、「自分さえ我慢すればよい」「相談しても
無駄」と考える傾向があり、被害の潜在化が懸念されます。また、ＤＶ被害に関する公的機関の相
談窓口の認知度は、警察署を除くといずれも低い状況であることが分かりました。
ＤＶ被害や様々な問題が潜在化し、さらに被害が大きくなることを防ぐため、被害者を早期に

発見し、速やかに支援につなぐことが重要です。そのためには、相談支援機関に関する情報の周知
や、ＤＶ防止のための意識啓発が求められます。

●配偶者やパートナーなどから受けた暴力について、誰かに相談しましたか。

●ＤＶや女性が抱える様々な悩みに関する相談窓口があることを知っていますか。

７ ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶

Ⅲ　安全・安心なくらしの実現
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